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 シャルル・ボードレール（1821～1867）が、『1859年のサロン』（Salon de 1859）で展

開したレアリスム批判は、「想像力」をめぐる理論との対立図式のもとでのみおこなわれて

いるように見えるため、そこに込められたさまざまなニュアンスが見逃されがちである。

彼の美術批評にはレアリスム、およびこの流派の第一人者であるギュスターヴ・クールベ

に直接言及した文章があまり見られないことが、その大きな要因である。しかしそれらの

文章も、同時代の画家たちや、新たに台頭してきた芸術ジャンルに対して下された評価と

比較・照合しながら再検討すれば、また違った意味合いを帯びるに違いない。 

 本発表ではこのような意図に基づいて、「自然も現実も醜い」ことを認識できていない大

半の風景画家たち、すなわち「自称レアリスト」へのボードレールの批判的態度が、レア

リスム派のシャンフルーリと実は相通じるものであったことをまず考察する。次に、伝統

的な規範に従って現実をひたすら理想化しようとするドミニック・アングルへの厳しい批

判に対置させるかのように、醜い現実と直面しつつそれらを描き出すクールベの姿勢を、

ボードレールが「有益な反動の精神」と評価していたことを確認する。さらに、『1859年の

サロン』においてレアリスム批判の直前で展開されている、有名な写真批判論を多角的に

分析する。写真に芸術性を一切認めず、それが芸術に及ぼす悪影響を強調するボードレー

ルの論法は、レアリスムに関しては、主観性を表出し得るかぎりでの意義を認める記述も

残すこととなった。最後に、以上のようなクールベ観、およびレアリスム観が晩年まで引

き継がれていたことを、エッチングについての論考などを検証することによって論じ、彼

がその美術批評で提唱しようとした真の「レアリスム」とは、客観に対する主観、あるい

は模倣に対する創造という単純な図式に安住することなく、芸術家と現実との直接的な関

係を「率直に」打ち立てる試みであったことを解明したい。 


